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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない
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新春記念法座

１月９日（金）

　 午後４時

【講師】備後教区・光徳寺

　　　　藤田徹文先生
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「彼岸会法座」開催！

「住職補任式」受式！

　さる９月２７日（土）、ご講師に季平博昭師（備後教区・

法光寺住職）をお迎えし、秋の彼岸会法座が行なわれました。

　今年のお話は、浄土真宗生活信条第 3 章「み仏の教えにし

たがい、正しい道を聞き分けて、まことのみのりを広めます」

についてお話をいただきました。

　【講演主旨】

お釈迦様は「人生は苦なり」と教えています。それは「生老

病死」に代表されるように、この世の一切のものが自分の思

い通りにならないからだというのです。思い通りにならないことを思い通りにしようとすると

ころに人間は苦しみを増大させ迷いを深めていくのです。時には、いかがわしい「ご利益宗教」

に走る人も少なくありません。それでは苦の根本的な解決にはなりません。

　大事なことは、私が今こうしてあるということは、私にとってそれはあるべくしてあったん

だと受け止めていくことです。そうすれば、私の人生には様々なことがあるけれども、いかな

る人生の出来事も私に何を学ばせようとしているんだろうかと考えることが出来るようになり

ます。そこに「苦」を乗り越えていく人生が開かれていくのです。

　さる１０月７日、住職補任式が西本願寺で執り行われ、新住職（釋一心）と、門徒総代さん２名（安

永省一氏・石川博史氏）が式に臨みました。

　２日間の日程で一日目は新住職、門徒総代の研修が行なわれ、二日目に住職補任式が阿弥陀堂

で執り行われました。補任式では、專如新ご門主より新住職に「住職任命書」が授与され、あら

ためて住職としての使命と責任の重さを実感し、身の引き締まる思いがしたとのことでした。　

　５月に継職法要を行い、すでに住職の届出は済ましていましたが、今回の住職補任式をもって、

名実ともに新住職としてのスタートが切られたいうことになります。

　当日は北海道教区から鹿児島教区まで、全国２９教区から８０名の新住職と１１０名の門徒総

代が参加されました。

ご門主より任命書を頂く新住職
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平成２７年度行事予定表

★行事の追加、変更があれば本紙にてお知らせいたします。

★除夜の鐘終わり次第本堂にて
　元旦会を行います

除夜会 ・ 元旦会

　　　  １２月３１日

　　午後１１時４５分より　

　１１月２９日（土）浄土真宗で最も大切な仏教行事である「報

恩講」が行われました。本年は前住職が講師をつとめ、「いのちの

姿」…我々のいのちはなくならない。大きな大きないのちのハタ

ラキの中で循環している…についてお話をしました。

　当日は３２名の参拝者がありました。今年の法座皆勤者は次の

１７名の方々でした。一年通してよくお参りしていただきました。

田坂幸祐・田坂保美・田坂文子・谷口宰平・永井初枝・野間幸子・

松本朱美・眞鍋磨千子・森延子・森賀英幸・森賀愛子・森賀美代子・森本隆雄・森本安恵・守谷眞澄・

安永省一・安永敏枝　（敬称略）

「報恩講」修行！
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出版社　本願寺出版
編　集　本願寺出版
定　価　1200 円＋税
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光明寺のホームページ

言葉のプレゼント
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検索
西 条 光 明 寺

南岳山光明寺

平成２7 年度年忌早見表

「年忌繰り出し」を該当者に配布していますが、

手作業のため見落とすことがあります。

必ず、ご自宅の過去帳で確認して下さい。または


